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　　　　　魚津ロータリークラブ会報誌

２０１５－２０１６年度　　R　I　会長　　K.R.　ラビンドラン

２０１５－２０１６年度　　魚津RC会長　　羽田　陸朗

第２９８３回　　　　　夜間合同例会　（ホテル・グランミラージュ）　　　　平成２７年　８月２８日

１、点鐘・握手

２、ロータリーソング　　「それでこそ　ロータリー」

３、ゲスト並びにビジターの紹介　　　なし

４、誕生祝

　　　　　　　　　　　　　　　　・８月２８日　中田幸雄さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　ドンピシャリです。１９６５年生まれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　６０歳になりました。還暦です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　先週、立山登山に行きました。雨でしたのでカッパを着て登り

　　　　　　　　　　　　　　　　　ましたが、一の越でギブアップしました。体力の低下を感じました。

　　今年は、初孫を頂き家庭は大変にぎやかになりました。明後日は食い初め祝です。

　　頑張って、務めを果たしたいと思っています。

５、創立６０周年記念ご協力御礼　（杉野芳宏実行委員長より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一言、ご挨拶申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　先般、６月７日の魚津ＲＣ創立６０周年記念事業に際し、魚津西

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリークラブの皆々様には大変お世話になり、誠にありがとう

　　　　　　　　　　　　　　　　　ございました。お陰様で盛大に行われましたことを重ねて厚くお礼

　　　　　　　　　　　　　　　　　申し上げます。

６、会長挨拶　（羽田陸朗魚津ＲＣ会長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さん！こんばんは～。

　　　　　　　　　　　　　　　　　西ロータリークラブの皆さんに感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＩ会長は「Ｂｅ　ａ　gift to the  world 」を提唱しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　私達、魚津ロータリーでは、「Ｂe  a  gift  to  the  uodu  」で奉仕

　　　　　　　　　　　　　　　　　しましょう。

７、出席報告　(仙丸委員長）

　・今回の出席は２０名、　出席率は６６．６７％。

　　欠席者　１０名，　メークアップ　１名。

　・前回の出席率は、８６．６６％。

８、ニコボックスの報告（坪野委員長） 　

　・生駒晴俊さんより、ホテル・グランミラージュ利用ありがとうございます。

　・川岸芳雄幹事より、全国ソフトボール大会出場のため欠席いたしまし

　　た。申し訳ありませんでした。

９、委員会報告　　なし

１０、閉会点鐘



［合同懇親会］

１、開会のあいさつ　

　・羽田魚津ロータリークラブ会長

　　今年度の魚津ＲＣのテーマは、「ロータリーを楽しむ」です。今日は大いに懇親会を楽し

　　んで下さい。

　・木下魚津西ロータリークラブ会長

　　魚津ロータリークラブの６０周年記念行事が６月、立派に開催されました。

　　２年後、魚津西ロータリークラブは、５０周年を迎えます。ご指導をお願い致します。

２、乾杯（武隈博信さん） 　

　　魚津ロータリークラブ、魚津西ロータリークラブ、両クラブがますます元気になられます

　　ように乾杯いたします。”乾杯”。

３、情報伝達（寺田広報副委員長）

　・事務局の佐渡琴子さんが８月２５日、めでたく女の赤ちゃんを出産されました。

　　おめでとうございました。

　・中田幸雄さんが、今日（８月２８日）還暦の誕生日です。おめでとうございます。

４、懇親会風景



５、閉会のあいさつ（魚津ＲＣ　平﨑直前会長）

７、万歳三唱（魚津ＲＣ　中田幸雄会長エレクト）

［あとがき］

・暑かった夏も終わり、いよいよ収穫の秋、食欲の秋、そして読書の秋を迎えました。

　畑にたわわに実っている梨、リンゴをみると、「桃李不言　下自成蹊」（禅語）を思い出し、

　三省の念に駆られます。

・寺田祐子さんから投稿を頂きました。8/25付北日本新聞「四季の窓」に掲載されました。

　「新聞紙の整理術」

　　幼いころ、父から　「新聞を踏んではならない」と口やかましく言われた。ならばと、ぴょんと

　飛び越えてみせたら、なおさら厳しく叱られた。

　　新聞紙の「新」や「紙」の読み方は、「神」に通じる。だから、踏んだり跨いだりしては罰があ

　のだと、子供ながらに解釈した。物心つくころには、新聞の取り扱いと片付けには注意を払

　うようになった。

　　今でも新聞に目を通した後は、すぐに畳んで古新聞の整理袋に滑り込ませている。朝刊を

　２紙購読しているせいか、あっという間に整理袋がいっぱいになってしまうのが悩みだ。折り

　目の部分が盛り上がっていることも大きな要因で、非力な私は新聞を束ねる際、この膨らみ

　に難儀するのである。

　　最近は私なりの策を講じている。新聞を整理袋に入れる前に、床の上で圧縮している。

　かける圧とは、私自身の体重である。折りたたんだ新聞を床の上に置いて、１０秒くらいその

　上で正座する。袋の中でコンパクトにまとまるのだが、正確なところ、幼少時代の父の教　

　脳裏をよぎり、得も言われぬ罪悪感を覚える。

　　ズボンプレッサーのように簡単にぴしっと折り目がついて、古新聞のかさを減らす小道具が

　あればいいのになと思う、今日このごろである。

・大変すばらしい随筆文。吉田兼好の「徒然草」の現代版です.

　そういえば、吉田兼好は、神職家の出身で、金沢にも住んだという。

・魚津ＲＣ創立１０周年記念誌と２０周年記念誌が未だに見つからないと聞きました。皆さん

　今一度、探して頂きたいと思います。

　　創立６０周年記念誌部会では、記念誌の発刊に向け、鋭意推敲を重ね、間もなく完成の

　運びとなっています。ご期待下さい。（記念誌部会より）

　

・先日、会員の皆様に　「魚津ＲＣ創立６０周年記念・釜一ＲＣ姉妹締結２０周年記念」の記録

　ＤＶＤの完成のご案内と、ご注文をお願い致しましたところ、ご好評にも　７４枚余の要望を

　受けました。早速、制作しお届けいたしたいと思います。（実行委員会より）

・働き続ける心身をいたわり、真理を知る日々を過ごしたいものです。

・皆さまからの、投稿をお待ちしています。


